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8 .

年頭のご挨拶
商工会年頭のご挨拶
　　新春対談
令和3年分　確定申告のお知らせ
各地のイベント・元気とやまきときとトピックス
とやまの逸品フェア2021 in 日本橋とやま館

全国商工会連合会が実施する「buyer’s room」で中小企業庁長官賞を受賞された。
受賞商品「濃厚な肝の味わい　富山県産ホタルイカの燻製」は厳選した富山湾のホタ
ルイカに海洋深層水で味をつけ、ナラ、クルミの燻煙で仕上げた。化学調味料、保存料
等は無添加、ややレア食感の肝がウリで旨味がギュッと濃縮され、お酒のおつまみとし
ても相性抜群の逸品。ヒスイ海岸に隣接する朝日町燻製加工室にて、地元の朝獲れ魚
介を使用した昆布締めや沖漬け、干物など、鮮度を活かしひと手間かけた加工商品も
製造。主にWEBサイト等で販売し直送している。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令

和
４
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
我
が
国
経
済
は
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
よ

り
極
め
て
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
商
工
会
地
域
に
お
い
て
は
、

従
来
か
ら
の
人
口
減
少
社
会
の
進
行
や

経
営
者
の
高
齢
化
等
に
よ
る
事
業
承
継

問
題
な
ど
に
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

影
響
が
加
わ
り
、
そ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
よ
り

深
刻
化
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

商
工
会
は
、
過
去
に
経
験
の
な
い
こ

の
状
況
下
に
お
い
て
、
い
ち
早
く
相
談
窓
口
機
能
を

整
え
、
窮
地
に
あ
る
事
業
者
に
し
っ
か
り
と
寄
り
添

い
、
資
金
繰
り
や
補
助
金
・
支
援
金
の
利
活
用
な
ど

き
め
細
や
か
な
支
援
に
注
力
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
営
の
持
続
及
び
発
展
を
目
指
す
事
業
者

に
対
し
て
は
、
個
社
の
強
み
を
生
か
し
た
商
品
開
発

や
販
路
開
拓
等
を
後
押
し
す
る
た
め
の
経
営
発
達
支

援
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
実
績
は
、
各
方
面
よ
り
高

い
評
価
を
得
て
い
る
も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
10
月
に
開
催
し
た
本
連
合

創
立
60
周
年
記
念
大
会
で
は
、「
地
域
と
共
に
未
来

へ
」
の
行
動
宣
言
を
決
議
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引

き
続
き
、
〝
会
員
に
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
〟
と
し
て
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
希
望
を
も
っ
て
成
長
・
発

展
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
、
ま
た
〝
地
域
に
期
待
さ
れ
る
商
工
会
〟
と
し

て
地
域
経
済
の
再
生
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

に
も
最
善
を
尽
く
す
こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
県
内
12
商
工
会
と
共
に
、
地
域
と

企
業
の
未
来
に
貢
献
す
る
使

命
感
を
も
っ
て
、
よ
り
一
層

事
業
に
邁
進
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
商
工
会
員
の

皆
様
並
び
に
関
係
各
位
の
皆
様
に
と
っ
て
、
本
年
が

新
た
な
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
四

年
の
初
春
を
県
民
の
皆
様
と
と
も
に
寿
ぎ
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
知
事
就
任
以
来
、
「
県
民
目
線
」、

「
ス
ピ
ー
ド
重
視
」、
「
現
場
主
義
」
を
大
切
に
し

た
県
政
運
営
に
努
め
て
き
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
新
た
な
成
長
戦
略
の
策
定
を

進
め
る
と
と
も
に
、
「
ワ
ン
チ
ー
ム
と

や
ま
」
連
携
推
進
本
部
会
議
に
よ
る
市

町
村
と
の
連
携
・
協
力
の
強
化
や
、
行

政
、
産
業
・
地
域
社
会
の
Ｄ
Ｘ
の
推
進

な
ど
、
県
民
の
皆
様
に
お
約
束
し
て
い

る
重
点
政
策
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
再
拡
大
や
記
録
的
な
大

雪
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
な
ど
、

県
民
の
皆
様
の
命
や
暮
ら
し
に
関
わ
る
重
大
な
事
案

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
困
難
に
対
応
し
、
乗
り
越
え
て
い
く
な

か
で
、
県
民
の
皆
様
が
豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
く
な
か
、

引
き
続
き
県
民
の
皆
様
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ビ
ヨ

ン
ド
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
新
し
い
富
山
県
の
未
来
を

つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
策
定
中
の
成
長
戦
略
で
は
、
経
済
的
な
豊

か
さ
に
加
え
、
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
も
満

た
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
、
真
の
幸
せ
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
」
の
向
上
を
柱
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
、
暮
ら
し
の
な
か

の
真
の
幸
せ
を
実
感
し
、
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
富
山
県
、
ま

た
、
そ
う
い
う
富
山
県
に
引

き
寄
せ
ら
れ
て
、
多
様
な
人

材
が
集
積
す
る
「
幸
せ
人
口

１
０
０
０
万
人
」
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

新
年
に
あ
た
り
、
商
工
会

の
会
員
の
皆
様
の
県
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

小さな会社ですが
丁寧な仕事を心がけています。
小さな会社だから
できる事があります。
人と社会を繋ぐお手伝いをいたします。
心に伝わる広告物をご提供いたします。

お客様の想いをカタチにする

富山県知事
新 田 八 朗 

「
幸
せ
人
口
１
０
０
０
万
」
　
　

 

　
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

 

　
　
先
進
地
域
を
目
指
し
て

富山県商工会連合会長
宮 本 光 明

地
域
と
企
業
の

　 

未
来
に
貢
献
す
る

　
　
　
使
命
感
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
年
　
頭
　
の
　
ご
　
挨
　
拶

　
　
　
　
　
年
　
頭
　
の
　
ご
　
挨
　
拶
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2022年 明けましておめでとうございます明けましておめでとうございます

 本年もよろしくお願いいたします

朝
日
町
商
工
会

　
会
　
長
　

大

井

裕

久

　
副
会
長
　

氷

見

良

章

　
　
〃
　
　

深

松

　

隆

　
事
務
局
長

　

小

林

光

義

高
岡
市
商
工
会

　
会
　
長
　

上

田

久

之

　
副
会
長
　

酒

井

善

広

　
　
〃
　
　

松

嶋

浩

二

　
事
務
局
長

　

橘

　

宏

之

庄
川
町
商
工
会

　
会
　
長
　

武

田

武

美

　
副
会
長
　

坂

井

彦

就

　
　
〃
　
　

太

田

和

也

　
事
務
局
長

　

沼

田

正

敏

小
矢
部
市
商
工
会

　
会
　
長
　

新

明

政

夫

　
副
会
長
　

府

録

弘

之

　
　
〃
　
　

中

嶋

秀

明

　
事
務
局
長

　

村

　

美

香

南
砺
市
商
工
会

　
会
　
長
　

川

合

声

一

　
副
会
長
　

川

田

征

利

　
　
〃
　
　

岩

崎

弥

一

　
事
務
局
長

　

北

清

俊

一

上
市
町
商
工
会

　
会
　
長
　

坂

井

穂

悦

　
副
会
長
　

小

森

武

次

　
　
〃
　
　

野

崎

晴

文

　
事
務
局
長

　

藤藤

井

　

智

富
山
市
南
商
工
会

　
会
　
長
　

若

井

英

忠

　
副
会
長
　

清

水

宏

篤

　
　
〃
　
　

安

川

敏

行

　
筆
頭
理
事

　

山

本

幸

治

　
事
務
局
長

　

岡

村

孝

志

射
水
市
商
工
会

　
会
　
長
　

串

田

伸

男

　
副
会
長
　

若

林

啓

一

　
　
〃
　
　

松

坂

　

稔

　
事
務
局
長

　

武

部

賢

昭

入
善
町
商
工
会

　
会
　
長
　

藤藤

井

　

開

　
副
会
長
　

井

田

俊

博

　
　
〃
　
　

中

瀬

淳

哉

　
事
務
局
長

　

本

多

光

一

立
山
舟
橋
商
工
会

　
会
　
長
　

石

田

孝

夫

　
副
会
長
　

山

岸

克

彦

　
　
〃
　
　

久

世

忠

昭

　
事
務
局
長

　

岩

城

　

勉

富
山
県
商
工
会
連
合
会

　
会
　
長
　

宮

本

光

明

　
副
会
長
　

串

田

伸

男

　
　
〃
　
　

坂

井

穂

悦

　
専
務
理
事

　

上

野

和

博

　
事
務
局
長

　

宮

本

　

晃

富
山
県
商
工
同
友
会

　
会
　
長
　

野

村

　

守

　
副
会
長
　

釈

永

健

吾

　
　
〃
　
　

森

　

政

幸

　
　
〃
　
　

森

　

勇

一

富
山
県
商
工
会

青
年
部
連
合
会

　
会
　
長
　

中

井

将

司

　
副
会
長
　

高

平

　

尚

　
　
〃
　
　

小

澤

高

夫

　
　
〃
　
　

銭 

座 

健
太
朗

　
　
〃
　
　

岸

　

寛

嗣

富
山
県
商
工
会

女
性
部
連
合
会

　
会
　
長
　

水

口

芳

美

　
副
会
長
　

柚

木

美
恵
子

　
　
〃
　
　

野

口

康

代

　
　
〃
　
　

木

村

雅

子

　
　
〃
　
　

坂

井

朱

美

富
山
市
北
商
工
会

　
会
　
長
　

河

合

幸

弘

　
副
会
長
　

中

村

　

勇

　
　
〃
　
　

杉

谷

秀

一

　
事
務
局
長

　

谷

崎

達

也

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会

　
会
　
長
　

井

山

泰

樹

　
副
会
長
　

鈴

木

　

聡

　
　
〃
　
　

森

口

正

行

　
筆
頭
理
事

　

吉

田

忠

正

　
事
務
局
長

　

田

代

忠

之
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宮
本
会
長

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
日
は
新
春
対
談
に
ご

出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
　
　

越
智
本
部
長

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

宮
本
会
長

　

越
智
さ
ん
は
元 

全
国
商
工
会

青
年
部
連
合
会
長
で
あ
り
、
青
年

部
活
動
、
被
災
地
復
興
支
援
活
動

な
ど
、
地
域
支
援
の
た
め
に
積
極

的
な
活
動
を
青
年
部
組
織
の
ト
ッ

プ
と
し
て
展
開
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
昨
年
６
月
に
は
全
国
連
商

工
会
未
来
創
造
本
部
長
と
し
て
就

任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

越
智
本
部
長

　

こ
れ
ま
で
15
年
間
、
仲
間
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
商
工
会
青
年
部
活

動
に
打
ち
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　

全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の

会
長
と
し
て
「
地
域
の
た
め
に
な

る
か
」
を
唯
一
の
判
断
基
準
と
し

て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
重
視
し
て
き
た
こ
と
は
「
現

場
主
義
」
で
す
。

　

今
、
事
業
者
に
と
っ
て
一
番
大

切
な
事
業
承
継
や
、
災
害
復
旧
な

ど
の
課
題
は
す
べ
て
現
場
に
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
全
国
商
工
会

青
年
部
連
合
会
長
時
代
に
は
47

都
道
府
県
を
ま
わ
り
、
地
域
や
事

業
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
業
種
・
事
業
を
営
む
方
々
と

地
域
に
何
が
足
り
な
く
て
、
何
が

必
要
か
と
い
う
事
を
意
見
交
換
し

な
が
ら
日
々
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

宮
本
会
長

　

約
２
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
地
方
経
済
へ
の
影
響
は
深
刻
で

す
。
多
く
の
事
業
者
が
資
金
繰
り

に
苦
慮
す
る
な
ど
、
地
域
の
暮
ら

し
を
支
え
地
域
経
済
を
牽
引
す
る

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
は
厳

し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
全
国
連
未
来
創
造
本
部
長
と

し
て
昨
年
か
ら
全
国
各
地
の
商
工

会
を
ま
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
各
地
域
の
事
業
者
の
生
の

声
を
聞
い
て
の
「
新
年
の
抱
負
」

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

越
智
本
部
長

　

２
０
２
０
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
事

業
者
や
地
域
に
関
す
る
問
題
が
よ

り
深
刻
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
従

来
か
ら
の
課
題
で
あ
る
地
方
の
中

小
・
小
規
模
企
業
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
は
人
口
減
少
・
高
齢
化
・

人
手
不
足
・
資
金
難
・
後
継
者
不

足
な
ど
に
よ
り

大
変
厳
し
い
状

況
に
お
か
れ
て

い
ま
す
。
全
国

の
皆
さ
ま
か
ら
、

明
日
へ
の
生
活

に
不
安
を
抱
く

声
を
聞
き
、
他

人
事
に
は
で
き

な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

地
域
に
根

差
す
商
工
業

者
が
、
安
心
し
て
事
業
に
打
ち
込

め
る
社
会
を
つ
く
り
豊
か
な
地
域

経
済
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
経
済
の
礎
に
な
っ
て
い
る

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
元

気
に
す
る
の
が
私
に
課
せ
ら
れ
た

仕
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

宮
本
会
長

　

商
工
会
や
小
規
模
事
業
者
の
課

題
の
中
に
「
人
づ
く
り
」
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
特
に
小
規
模
事
業

者
は
人
を
雇
う
た
め
の
仕
組
み
が

整
わ
な
い
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
商
工
会
が
し
っ
か
り
サ

ポ
ー
ト
し
て
人
材
を
確
保
す
る
努

力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
必
要
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

越
智
本
部
長

　

地
域
や
企
業
が
成
長
し
て
い
く

た
め
に
は
人
材
育
成
が
欠
か
せ
な

い
と
思
い
ま
す
。
私
も
青
年
部
時

代
か
ら
商
工
会
は
地
域
人
材
育
成

の
場
に
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま

し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
導
入
に
よ
る

業
務
効
率
化
や
生
産
性
向
上
に
対

応
で
き
る
人
材
育
成
も
必
要
で
す
。

人
材
育
成
を
行
う
事
が
地
域
を
支

え
る
事
業
所
の
持
続
的
発
展
に
つ

な
が
り
ま
す
ね
。

全国連未来創造本部長
越　智　俊　之 氏

全国連未来創造本部長
越　智　俊　之 氏

経
験
か
ら
の
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
へ
の

思
い

全
国
の
商
工
会
を
巡
り

感
じ
た
事

小
規
模
事
業
者
こ
そ

人
材
育
成
を

変化を見極め未来へ変化を見極め未来へ変化を見極め未来へ

1978年生まれ、広島県江田島出身。
三興建設株式会社専務取締役。広
島県商工会青年部連合会会長を経
て2017年、全国商工会青年部連合
会会長に就任（第22代）。2021年
6月より、全国連の商工会未来創造
本部長

越智  俊之（おちとしゆき）
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宮
本
会
長

　

コ
ロ
ナ
禍
は
地
域
経
済
や
事
業

者
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま

し
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
可
能
性
や
新
た
な
挑
戦
の
機

会
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
飲
食
店
の
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
サ
ー
ビ
ス
や
、
職
場
の
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
・
デ
ジ
タ
ル
化
導
入
に

よ
る
業
務
効
率
化
な
ど
新
し
い
形

で
の
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ま
れ
た

事
業
者
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
地
域
の
事
業
者
の
持

続
可
能
性
を
高
め
ら
れ
る
事
業
の

在
り
方
、
企
業
の
在
り
方
を
再
構

築
・
最
適
化
し
て
い
く
事
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
商
工
会
も
含
め
て

地
域
が
面
に
よ
る
連
携
体
制
を
構

築
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
事
が
課

題
だ
と
感
じ
ま
す
。

越
智
本
部
長

　

そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
は
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に

か
か
わ
る
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
意

味
で
特
に
商
工
会
地
域
で
は
商
工

会
女
性
部
や
青
年
部
の
活
躍
、
役

割
、
存
在
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求

め
ら
れ
る
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
部
員
同
士
で
仲
間
と
話

し
合
い
、
情
報
交
換
を
積
極
的
に

行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

商
工
会
は
事
業
者
か
ら
見
て

一
番
身
近
に
い
る
相
談
相
手
で
す
。

同
じ
事
業
者
で
あ
る
仲
間
が
い
る
。

職
員
を
中
心
と
し
た
支
援
人
材
が

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
考
え

る
こ
と
で
、
個
々
の
事
業
者
が
事

業
を
守
り
、
ひ
い
て
は
地
域
経
済

を
守
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

愛
す
る
地
域
を
な
く
さ
な
い

た
め
に
地
域
の
元
気
を
取
り
戻
す

お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
誰
一
人
取
り
残
さ

れ
る
こ
と
な
く
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
全
国
の
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
皆
様
と
一
緒
に

が
ん
ば
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

あ
り
ま
す
。

宮
本
会
長

　

越
智
商
工
会
未
来
創
造
本
部

長
に
は
、
全
国
津
々
浦
々
の
小
規

模
企
業
の
声
を
中
央
に
届
け
て
い

た
だ
き
、
政
策
実
現
の
た
め
に
ご

活
躍
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

宮
本
県
連
会
長
と
県
内
の
商

工
会
長
が
、
12
月
17
日
に
県
庁

を
訪
れ
、
要
望
を
行
っ
た
。
宮

本
会
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期

化
に
よ
り
、
多
く
の
小
規
模
事

業
者
は
経
営
に
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
る
。
本
年
度
、
県
の

各
種
給
付
金
や
補
助
金
、
融
資

施
策
に
よ
り
一
定
の
下
支
え
が

図
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
先
行

き
が
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

県
に
お
か
れ
て
は
、
今
後
の

景
気
回
復
ま
で
県
独
自
の
施
策

の
継
続
を
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、

要
件
の
緩
和
、
類
似
補
助
金
の

整
理
統
合
な
ど
見
直
し
を
図
ら

れ
た
い
。
今
後
も
よ
り
一
層
の
ご

配
慮
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
た

い
。
」
と
理
解
を
求
め
た
。
こ
れ

に
対
し
て
新
田
富
山
県
知
事
は
、

「
富
山
県
の
経
済
を
支
え
る
小

規
模
事
業
者
等
が
、
希
望
を
持

て
る
よ
う
引
き
続
き
支
援
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

成
長
・
持
続
的
発
展
に
資
す
る
予
算
に
つ
い
て

成
長
・
持
続
的
発
展
に
資
す
る
予
算
に
つ
い
て

　　
富
山
県
商
工
会
連
合
会
　
知
事
に
要
望
！

富
山
県
商
工
会
連
合
会
　
知
事
に
要
望
！  

要 

望 

事 

項

一　

コ
ロ
ナ
禍
克
服
の
た
め

の
支
援
策
の
拡
充

二　

資
金
繰
り
対
策
に
つ
い
て　

三　

回
復
に
向
け
た
消
費
喚

起
策
に
つ
い
て

四　

D
X
推
進
の
た
め
の
支

援
に
つ
い
て

五　

事
業
承
継
策
の
強
化
と

創
業
支
援
策
の
拡
充

六　

商
店
街
の
振
興
と
事
業

者
の
取
組
支
援

七　

農
商
工
連
携
の
取
組
と

元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く

り
へ
の
支
援

八　

商
工
会
等
職
員
の
資
質

向
上
と
専
門
相
談
事
業
の

確
保
・
拡
充

新田知事に要望書を提出

富山県商工会連合会 会長
宮　本　光　明

富山県商工会連合会 会長
宮　本　光　明

み
ん
な
で
考
え
て
地
域
を

面
で
支
え
る
時
代
へ

コロナ禍を乗り越えてコロナ禍を乗り越えてコロナ禍を乗り越えて
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TEL：（076）423-3171（代表） www.cgc-toyama.or.jp 

中小企業・小規模事業者を支える身近なパートナー 

資金調達 

経営支援  創業支援 
事業承継 

信用保証 

お気軽にご相談ください 

など 

令和3年分　確定申告のおしらせ
●新たな生活様式として、申告はご自宅等から！　
　例年、確定申告会場は大変混雑します。新型コロナウイルス感染症への感染リスク
軽減のため、ご自宅等からパソコンやスマートフォンによる申告をお願いします。
申告書の作成・提出は･･･
① 国税庁ホームページの『確定申告書等作成コーナー』へアクセス!
② 画面の案内に従って金額などを入力し申告書を作成するだけ!!
③ 次のいずれかの方法によりパソコン又はスマホで送信!!!

●確定申告会場
確定申告会場 開設期間等のご案内

２月１6日（水）～３月31日（木）
（受付時間９時～16時）

※土曜、日曜及び祝日は執務を行ってい
ません。ただし、富山税務署（富山県中
小企業センター）では、２月20日（日）と
２月27日（日）に限り、確定申告の相談・
申告書の受付を行います。
※駐車場は大変混雑します。会場へお越
しの際は、公共交通機関又は周辺の有
料駐車場のご利用をお願いします。

富山税務署管内

高岡税務署管内

魚津税務署管内

砺波税務署管内

富山県中小企業研修センター（富山市赤江町1-7）
℡（税務署）076-432-4191

高岡税務署 １階（高岡市博労本町５-30）
℡ 0766-21-2501
魚津合同庁舎 ５階（魚津市新金屋１-12-31）
℡ 0765-24-1370
砺波税務署 ２階（砺波市本町13-19）
℡ 0763-33-1073

◇会場の混雑緩和のため、
入場には「入場整理券」
が必要です！

※「入場整理券」は、申告
会場で当日配布。また、
LINEアプリでも事前
発行しています。

※「入場整理券」の配布
状況に応じて、後日の
来場をお願いすること
があります。

※ご来場の際は、マスク
の着用をお願いします。

確定申告書等作成
コーナーはこちらから

●用意するものは次の２つ

①　マイナンバーカード

②　ICカードリーダライタ
         　　又は
　　マイナンバーカード
　　対応のスマホ

マイナンバーカードを使って送信 IDとパスワードで送信

●ID・パスワードをお持ちの方
税務署で発行された「重要
書類」にIDとパスワードが記
載されています。

●ID・パスワードをお持ちでない方
申告されるご本人が運転免許証などの本人確
認書類を持って、税務署にお越しください。
（勤務先近くなど、どの税務署でもOK）
その場で、すぐに発行できます！

●申告書提出期限と納期限・振替日
納税には、安全確実な振替納税が大変便利ですので、是非ご利用ください。
簡単・便利なダイレクト納付やＱＲコードを利用したコンビニ納付手続も是非ご利用ください。

所得税及び復興特別所得税

消費税及び地方消費税

贈与税

３月15日（火）

申告書の提出期限

３月31日（木）

３月15日（火）

３月15日（火）

納期限（納付書で納付する場合） 振替日（振替納税の場合）

４月21日（木）

４月２6日（火）３月31日（木）

３月15日（火）

※確定申告をする必要のある方が期限内に申告・納税をしなかった場合、後で不足の税金を納めていただくだけでなく、加算税や延滞税
を納めていただく場合がありますのでご注意ください。

※会場の駐車場は利用できません。
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各地 2 月のイベント
イベント名 開催日 お問合せ先

おわら特別ステージ

ツゥインクルナイト in 射水2021

相倉合掌造り集落ライトアップ「雪原に浮かぶ日本の原風景」

すごろく de チェックメイト！

じょうはなつごもり大市

五箇山総合案内所

入善町商工会

協同組合　城端西町商店会

越中八尾観光協会

射水市商工会

2/19（土）、2/20（日）

2/27（日）

2/28（月）

11/21（日）～2/15（火）
点灯時間17：00～24：00

0763-66-2468

0765-72-0163

0763-62-0309

076-454-5138

0766-55-0072

※新型コロナウイルス感染症の影響で、イベント開催が延期、または中止になる場合があります。詳細は各イベント問合せ先にご確認ください。

【参考】国の「月次支援金」について
（８月分、９月分の申請期間は終了しています。）

　緊急事態措置またはまん延防止等重点措置
に伴う「飲食店の休業・時短営業」や「外出自
粛等」の影響により、月間売上が50％以上減少
した中小法人・個人事業者等に対し、事業の継
続・立て直しのための支援を行う制度です。（国
への申請期間（８月分、９月分）は終了してい
ます。）

１　給付対象
次の①と②の要件を満たせば、業種や地域
を問わず給付対象となり得ます。
①　緊急事態措置またはまん延防止等重点
措置に伴う飲食店の休業・時短営業または
外出自粛等の影響を受けていること。
②　緊急事態宣言またはまん延防止等重点
措置が適用された対象月の月間売上が
2019年または2020年の同じ月と比べて
50％以上減少していること。
※　ただし、飲食店等への時短要請に係る
県の協力金の支給対象の事業者は対象外

２　給付額
2019年または2020年の対象月と同じ月の
売上－2021年の対象月の売上

上限額
中小企業等　 20万円/月
個人事業者等 10万円/月

国の「月次支援金」に上乗せして事業者を支援する
「富山県事業持続月次支援金」について（申請は１月31日(月)まで）
　国の「月次支援金」の給付決定を受けた事業者の事業継続や立て直し
を支援するため、国の「月次支援金」に上乗せして給付する「富山県
事業持続月次支援金」の申請を受け付けております。
　申請期間は１月31日（月）までとなっておりますので、期間内の申
請をお願いします。
１　給付対象
国の「月次支援金」の給付要件を満たし、給付決定を受けた県内事業者

２　給付額

※1　「県飲食業関連事業者支援給付金(第２次)」との併給可能。ただし、当該給付金の受給月
に係る「県事業持続月次支援金」の額は、当該給付金額を控除(上記金額を限度)した額

※2　酒類販売事業者の給付額は、上記金額と国の「月次支援金」制度における売上減少額か
ら国の「月次支援金」給付額を控除した額のいずれか小さい額

３　申請期間　令和３年10月22日（金）～令和４年１月31日（月）
　　　　　　　（8月分、9月分ともに）
■お問い合わせ先

富山県事業持続月次支援金事務局  076-444-5380
受付時間 9：00～17：00（平日）　https://www.tonio.or.jp/info/getsujishien/

給付額 ※1

上
　限
　額

中小企業等

個人事業者等

一般事業者
（酒類販売事業者以外） 酒類販売事業者

国の「月次支援金」
給付額の１/２

国の「月次支援金」給付額と同額
ただし、月間売上額の減少割合が
大きい場合は給付額を割り増し※2

10万円/月

 ５万円/月

▲50％以上　20万円/月
▲70％以上　40万円/月
▲90％以上　60万円/月
▲50％以上　10万円/月
▲70％以上　20万円/月
▲90％以上　30万円/月

８月分・９月分
それぞれ

2/5（土）、2/6（日）、2/12（土）、
2/13（日）、2/19（土）、2/20（日）、
2/26（土）、2/27（日）

富山県商工会連合会では、中小・小規模事業者からの経営
相談の対応を行う嘱託専門指導員を設置し事業者の支援
体制の強化を図ります。

■コロナ対策を含めた支援制度等を事業者へ周知し、それぞれ
の相談案件に適した制度を活用していただく事を目的とします。

■中小・小規模事業者が抱える専門的、多岐にわたる経営課題に
専門指導員が対応します。

■相談方法　来会、電話、Zoom

【税理士】
　菅原  昌仁 氏〔創業・事業承継・財務分析等〕
【中小企業診断士】　
　丸亀 　 徹 氏〔経営一般・事業計画策定・補助金活用支援等〕

コロナ対策経営相談窓口体制強化事業 お気軽に
ご相談
ください。

窓口相談日（富山県商工会連合会）

菅原  昌仁 氏 丸亀 　 徹 氏

1/6㈭・1/20㈭1月 1/11㈫・1/18㈫
13：00～17：00 9：00～13：00

2/3㈭・2/17㈭2月 2/15㈫・2/22㈫

相談無料

事前予約制　
お近くの商工会に
お申込みください



8

昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可 令和 4 年 1 月 1 日発行（毎月１回 1 日発行） VOL.559

（農商工連携・地域資源活用商品フェア）
とやまの逸品フェア２０２１ ｉｎ 日本橋とやま館

　伴走型事業計画に取り組む 7 商工会が推奨する事業者が商品を PR 販売。バーラウンジ　トヤマバーでは
「越中富山　技のこわけ」で味わう「商工会のこわけセット」を限定販売し、五感で富山の自慢の逸品を楽
しんでいただいた。
　コロナウイルス感染防止対策の関係で、試食や試飲が出来ないなかで、食品関係は商品の良さを伝えるこ
とが難しい状況であったが、来場者の反応は好評であり、富山の魅力が顧客に伝わっている実感を得られた。
来場者は、商品に「富山らしさ」を求めておられ、富山ならではの特徴や生産者の工夫や想いがこもった商
品に惹かれて商品を選んでおられた様子だった。

富山県内の小規模事業者等の販路開拓支援を目的として農商工連携等による新商品、新サービス、
新技術を首都圏消費者等にアピールした。13日間にわたる特別ブースでの展示販売会は「作り手
の想いと技かがやく逸品に会いに行こう」をコンセプトに富山の風土、文化、地域の恵を活かし
た商品が集結した。

令和3年
11月16日（火）～28日（日）

開催
期間

日本橋とやま館　交流スペース
（東京都中央区日本橋室町1-2-6）

会場

【buyer’s roomバイヤーズルーム】
地域資源・技術を活用し、商工会の協力のもとに
開発された特産品の普及や中小・小規模事業者の
販路開拓を支援することを目的に実施。各地の
優れた特産品の付加価値を高め、流通関係者へ
幅広くPRを行う。　今回、愛場商店の「濃厚な肝の味わい富山産ホタルイカ燻製」が

中小企業庁長官賞を受賞した。

愛場商店（朝日町）が
「buyer’s room（バイヤーズルーム）2021」で
中小企業庁長官賞を受賞


